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　　　　　　　　　　　　　　　 【要約】

　西 洋、中国、 H本に お け る 「公共」 概念 の 歴 史 を踏ま えて 、 我 々 は 「公 共」

概念 を 「共 同体的公 共性」 と 「市 民 的公 共性 」 の 二 つ に 区別す る こ とが で き

る。共 同体的公共性 とは 、「共同体な い しそ れ に 関す る もの ご と」 とい う意 味

で あ る 。 市民的公 共 性 とは、 「自由な討論」 と 「公開性 （越境性）」 が認 め ら

れ て い る と い うこ とで あ る 。 こ の 市 民的公共性は、社会正 義な い し政治的諸

価値が 討論 され る 場合 に は 「政治的公 共性」 とな る 。 と こ ろ で 、 ボラ ン テ ィ

ア 活動 に と っ て 、そ の 活動 に つ い て の 自由な 討論や 広 報活動 は、本質的な構

成 要素で あ る の で 、ボ ラ ン テ ィ ア は 、市民 的公共性 （と りわ け政 治 的公 共性 ）

の 一
部 を構成する こ とにな る。 また 、市民的公共性の 実現の ために は 、 ボ ラ

ン テ ィ ア の 活 動 が不 可 欠 で あ る 。 なぜ な ら、国家 （な い し地方 自治体）は 、 企

業 と 同 じ く営利 組織で あ っ て 私的で あ るか らで あ る 。国家 （な い し地方 自治

休） が公 共 的で あ る の は、そ れ が 自由で 開か れ た 討 論に 参加 し 、 ボラ ンテ ィ

ア活 動 をす る ときで あ る 。 した が っ て 、市民的公共性 を実現す る た め の 活 動

の 主体 を 国 家だけ に 求め る こ と はで きな い 。それ を担 うの は 、 ボラ ン テ ィ ア

で ある 。
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は じめ に

　ボラ ンテ ィ ア 活動が、国家シ ス テ ム へ の 動員 に な っ て しま う危 険性 が 指摘

され て い る 。 中野 敏男は 、 ボ ラン テ ィ ア の 自発性が抽象的で あ る こ との 危険

性 を、容 易周 到 な 議論 で 非 常 に鋭 く指摘 した 。
「要す る に 、

「ボ ラ ン テ ィ ア と

い う生き方」 の 称揚 とは、 こ の よ うに抽象的 な 「ボラ ンテ ィ ア主体」 へ の 動

員の こ とな の で あ り 、 この 主体 ＝ 自発性は 、 抽象的で ある が ゆえにかえ っ て、

「公益性」を リー ドす る支配的 な言 説状況 に どう して も親和的に な らざる を え

な い仕掛けに な っ て い るの で ある 。 」 （中野 1999p ．88）私は、ボラ ン テ ィ ア

につ き ま と う この 危 険性 を常 に意識 して お くこ との 重要性 を積極的に 認めた

い 。 な ぜ な ら、ボ ラ ン テ ィ ア 活動 は多様 で あ り、 そ の 多様な活 動を 包み 込 ま

な ければ な らない 「ボラ ン テ ィ ア 」 とい う概念 の 中に 、 国家 シ ス テ ム へ の 動

員を阻 止で き る よ うな明確な原理 を見つ け る こ とは 困難だか らで あ る 。

　 しか し、そ れ に もかか わ らず、 ボ ラ ンテ ィ ア に は別の 可 能性 もある だろ う

と考 え る。 こ の 別 の 可能性 の
一

つ は 、ボラ ン テ ィ ア が 言説 状況 に参加 し 、 そ

の 重要な担い 手の 一
つ に な る とい う こ とで あ る 。 現代 の ボ ラン テ ィ ア は 、単

に社会奉仕活 動 をお こ な うだけで な く、 社会 に 向か っ て 発言す る 力をつ け て

きた 。 それ ゆえ に、ボ ラ ンテ ィ ア は 、 後 に 述べ る よ うな意 味で の 「市民 的公

共性」 の 重要な担 い 手 に な りつ つ ある の で は な い だ ろ うか 。 こ の 可能性 を理

論 的に明確 に示 す こ と が、 本論の 課題で ある 。

1． 公 共性 とは何か

　公共 （public） とは、ギ リシ ャ 語の κ06 ジo ζ（koinos）に 由来する 概念で あ る。

tcoLv6 ζの意味は 、辞書 に よれば 、   共通 の （common ，
　shared 　in　common ）、

  すべ て の 人 に共通 の も の ごと （common 　to　all　the　people，　public）、   国 （the

state
，
　Lat，　republica ）な どで あ る。　koinosとは、 単 に 「共通の 」 とい う形容 詞

で あ っ た もの が 、人間 に適用 され て 、「すべ て の 人々 に共通 の もの ご と」とい

う意味 に な り 、 さ ら に 「す べ て の 人 々 が 属 して い る 共同体」 を意 味す るよ う

にな っ た よ うで あ る 。 こ の   と  の 意味が ラ テ ン語 の publicus の 意味 にな

り、 そ れ が 英語 の publicに な っ た の で あ る 。 そ れ と共 に 、   の 「すべ て の 人々

が属す る共同体」 は、古代ギ リシ ア の ポ リス か ら、近代の 国民 国家 に転 じて

行 っ た 。 こ の よ うに 見 る な らば 、 公共（public）の 意 味は、  と   に分けて 考 え

る こ とが で きる 。

　古代ギ リ シ ア の 公共性を 高 く評価す る アー レ ン トは、 「公的」 とい う言 葉

が 、
「密接 に 関連 して は い る が完全 に 同 じで はな い二 つ の 現象」（Arendt　l　958

一 38 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The International Society of Volunteer Studies in Japan

NII-Electronic Library Service

The 　工nternatlonal 　Soolety 　of 　▽ olunteer 　Studles 　ln 　Japan

ボラ ン テ ィ ア と 公共性

邦訳 、 p．50）を意味 して い る と考 え る 。 第
一

の 意味は 、
「万 人 に よ っ て 見 られ 、

聞か れ、可能な限 り最 も広 く公示 され る とい うこ と」で ある 。 第二 の 意味は、

共通の 領域 と して の 「世界」 で あ る 。 こ の 世 界は 、 すべ て の 人々 を結びつ け

る と同時に、人 々 がぶ つ か り合 っ て 競争する の を阻 止 して い る 、と言わ れ る。

こ の 「世界」 を共 同体 と考え る の か 、それ と もあ る 種の 活 動空 間と考 え るべ

きな の か 、 曖昧で あるが 、 それが何 らかの 領域 と して 考え られ 入 る こ とは 間

違 い な い 。 第一一の 意味は 、こ の 領域 を可能 にす るよ り基 礎 的 な条 件 で あ る よ

うに思 われ る 。 この 二 つ の 意 味は上 の   と  に 正確に 一
致する も の で は な い

が 、 類似 して い る 側面が あ る 。

　 こ の よ うな 二 義 を、中国 の 「公」 概念 に も見る こ とが で き る 。溝 口雄三 の

研 究（1980，1988）によれば 、 中国 の 「公］ には 、
二 つ の 意味群が あ り、第

一
群

は 、 「公」 の 「八」 は 、 開く とい う意味で あ り、 「開放」 とい う意 味か ら 「衆

人 と共同する の 共 1 「衆 人 と共 に通ずるの 通」 「平分」な どで あ り 、 第 二 群は 、

この 「共」 とい う意 味か ら 「衆人 の 共 同作業場 ・祭事場 な どを指す公宮 ・公

堂」 「そ れ らを支 配 する族長」 「統 一
悃 家成立後は 君主 や官府 な ど支配機構 に

まつ わる概念j な どにな る 。 第二 群の 意味 は、 第一 群に 由来する。ゆえ に、国

家の 公 の 上 位 に は 、 それ を オー ソ ラ イ ズす る 原理 と して の 天 下 の 公 が あ り 、

天下の 公 に対 して は、 国家 も私 とな る。

　で は 、 日本の 「公」 は ど うな の か 。 田原嗣 郎の 研 究（1988）に よ れ ば 、 日本

語の 「お ほや け」 は大き い 「ヤケ」 で あ り、ヤケ とは 敷地 と建物か らな る
一

区

画 の 施設 をさす もの で ある 。
「お ほや け」は、共同体的機能を備 えて お り、共同

体の 首長 に属 して い た こ とか ら、  共 同的、公 共 的で あ る こ と 、   首 長で あ る

こ と、とい う二 つ の 意味を含み持 つ こ と にな っ たよ うで ある 。 この 「公」 概念

は相対的な もの で あ り、 ある共 同体は 「公」 で ある が 、 こ の 「公」 も これ を包

み込 む よ り大 きな共 同体 に対 して は、 「私」 とな る。 例えば、 藩内で は、公 で

あっ て も、 幕府に対 して は私 とな る 。 （こ の 考え方で行 くと、日本国も また地球

全体 の な か で は 「私」 とな る 。 こ の よ うな思 想 をすで に、幕 末期に松平春嶽 が

述べ て い た よ うで あ る 。 ） こ う して 、 H本の 公 私は相対的な上 下関係 を指す 。

　 日本で は 、 中国 の 「公 」 に 「お ほや け」 と い う 読み を あて た た め に、 「オホ

ヤ ケ」 つ ま り、 共 同体 （ない しそ の 首長）の 意味は あ っ て も、「すべ て の 人々

に 共通 の 事柄」 とい うよ うな意味 はみ られな い 。 溝 口 雄三 は 、 日本 の 公 には 、

第一群 の 意味が な い と い う。溝 口 に よれ ば 、 日本 の 「公」 に お ける 共同、 公

共の 内実は 、あ る 種の 領域性で あ り、中国の そ れ は 「同 じくす る」 「共 にす る」

こ と じた い を共 同とす る 「つ な が り性」 で あ る 。

　「public」 の 訳語 と して 「公」 だ けで は不 充分で 、 「公共」 と い う翻訳語が
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作 られ る 必要が あ っ た理 由 、 またそ の 言葉が定着する の が遅 れ た 理 由 と して 、

日本語 の 「公 （お ほやけ）」 には 「共 同体 （な い しそ の 首長）」 と い う意味 し

かな か っ た とい う事情が あ っ た の だ と思 われ る 。 （注 1）

2 ． 二 種類 の 「公 共」 概念

　 この よ うな 「公共」 の 概念 の 中か ら、 我々 は二 つ の 意味を取 り出 して 区別

す る こ とが 出来 る 。 （こ の 区別は 、概念史研究 か ら の ま と め で は な く 、 む し ろ

概念史研究を参考 に しつ つ
、 我々 が現代社会を理解す る ときに有効な概念 と

す るた め に 「公 共」 概 念 を再 定義 した もの で ある 。 ）そ れ は 、
「共 同体な い し

そ れ に関す る もの ご と」 と い う意味 と 「人 々 の 開かれ た関 係」 とい う意味で

あ る 。 と こ ろ で 、 「公共」 に二 種類の 意味が ある とい うこ とは 、 そ れ に対応す

る 「私的」 に も二 種類 の 意味が あ る と言 う こ とで あ り、 「公私」 の 関係に 二 種

類の もの が あ る とい う こ とで もある 。

（1）共同体 を基礎 に した 「公 共」 概念

　 「公」 な い し 「公共」 の
一

つ の 意 味は、
「共同体な い しそ れ に関する もの ご

と」 とい う こ とで あ る 。 た とえば 、
「地方公共 団体」 「公共建築」 と い う用例

が こ れ に あ た る 。 こ の と き、 「公的な」 や 「公共の 」 は 「共 同体 （市、県、 国

な ど） の 」 と ほ とん ど同 じ意味で あ る 。

　 こ の 場合、よ り小 さ な共同体の 事柄は 、 それ が 属する よ り大 きな共 同体 の

事柄 との 関係で は私的な もの とな る 。 たとえば 、市全体 に かか わ る 事柄 は 、 公

（お おや け）の 事柄で あ る が、しか し、県 の 立 場 と対立 す る とき、そ れ は 私 的

な事柄に な る 。 県の 事柄も、国の 立場 と対立す る と き に は、私的な もの に な

る 。 国 の 立場 も世 界全 体 の 事 柄 と対 比 され る とき には 、 私的な もの で あ る 。 現

代で は 、 人 ・物 ・金 ・情報が 国境 を越 えて グロ
ーバ ル に 展 開 して お り、他方

で は 、 環境問題や 食糧 問題や難民問題 などの 社会問題 もグ ロ ーバ ル 化 して お

り、こ れ らの 問題 に人 類すべ て が 協働 して 取 り組 まなけれ ばな らない とすれ

ば 、 地球共同体 とか 人類共 同体 とい う発想 も登場 して くる 。

　 こ の 公共概念の 欠 点は、 この よ うな 共同体 を、人 類全体 に拡張 した と して

も相対的な原理 に と どま る、 とい う こ とにあ る 。 た とえば、人類 の エ ゴ と し

て 、 そ れ を批判す る立場が 登場 して くるか もしれ ない 。

　 も う
一

つ の 欠 点は 、 こ の よ う な公共概念で は 「私」 が 消極 的な意味 しか 持

ち得な い 、 とい う こ とで ある 。
「公」 が相対化 され る とき、 「私」 は 「公 で な

い こ と」 とい うよ うに 消極的 に しか 定義で きな い こ とにな る 。 しか も 「私」は

個別的な 特殊な 立場 に固執する の で 、邪 （よ こ し ま）で あ り、
「公 」 は 個別

・
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特殊 を包括す る 全体の 立場 に 立つ の で 、正義 で ある 、とみ な され る。 日本の

伝統的な 「公私」 概念は こ の よ うな もの で あるが 、 田原嗣郎に よれば 、 日本

語 の 「私」 は 「自己 否 定 また は謙遜 の 意 を込 め た 自称、あ る い は他か らの 非

難 の 言葉」 と して 使用 され て い た 。
「私」 が認め られ る の は、それ が よ り小 さ

い 共 同体 の 「公 」 で あ る限 りに お い て か、 ある い は私を 捨て て 「公」 に同
一

化す る 限 り にお い て 、つ ま り 「滅私奉公」 にお い てで あ る 。 こ れ を 「共 同体

的公 共性」 と呼ぶ こ とが 出来る だろ う 。

（2）個人を 基礎に した 「公共」 概念

　 「私 1に積 極 的 な価 値 を認 め る思 想が 、 中国 で は 明代末期 （17 世紀）に登

場 し 、 また 西 欧で も 17 世紀 に登場する （溝 口雄三 、 1980 ，1988 、桜井哲 夫 、

1998 ）。 こ の こ とは 、
「相 互 的均 と して の 公」 な どの 新 しい 「公共」概念 の 登

場 を意味す る もの で もあ る。

　も し個 人主 義の 立場 にた っ て 、 共 同体が個人の 諸関係 と して 成立 して い る

とす れば、こ の とき諸個人 の 利害の 総計で は な い よ うな 共同体 の 利 害 ＝ 公 益

が はた して 存在す る の だ ろ うか 、とい う疑問が 生 じる （足 立幸男　1991　第

一 章）。 も し、私益 に還元 され な い よ うな公益がな い とすれば 、 私益 と公益 の

対 立 は、実際の と こ ろ は、少数者 の 私 益 と多数者 の 私益 の 対立 で あ る こ と に

な る 。 した が っ て 、 こ の よ うな対立 を 「公益」 の 立場 に た っ て 、解決する こ

とは もはや 不 可能で ある 。 そ こで は 、私益 と私益 の 対 立 を い か な る原 理 で 調

停 する の か 、またそ の 原理 をい か な る 仕方で 決定す るの か、 とい う こ とが 対

立者 に共通の 課題 で あ り、 こ の 共通 の 課題 の 答 え （普遍的原理や原理 の 決定

方法）や こ れ を可能 に する条件 こ そ が、公 共 の もの で あ る こ とに な る だ ろ う。

　 と ろ ろ で 、 個人 主義 の 立場で あ っ て も 、 私益 に還元 され な い 公益 とい う も

の が あ る と考え る 立場が ある だ ろ う し、共同体 主義 の 立場で 、共 同体 が個 人

に 先 N
’
t：つ と考 えて 、私 益 に 還元 され な い 公 益 を認 め る場合 もある だろ う 。 こ

れ らの 場合で も、共 同体 に とっ て 重要な の は 、 公 益に つ い て の 理解 が対立す

る と き に 、そ の 対 立 を どの よ う に し て 克服す る の か で あ る。つ ま り、「い か な

る 仕方で 公益 を決定す る の か」 とい う こ とが対立 者に と っ て の 重要な 共通 の

課 題で あ り、 こ の 共通の 課題の 答 え （公益 の 決定方法）や こ れ を可 能 にす る

条 件 こ そ が、 公 共 の もの で ある とい う こ とに な る だろ う 。

　個人 の 自由な活 動の 調整原理 、 あ るべ き秩序 （正 義）、 こ れ らが公 共性の 構

成 要素とな る 。 こ れ らの 原 理 を社会 的に 決定す る 方法 は 、 公共 性の 中の よ り

普遍的 な構成要素で ある 。 こ れ は 、 理 想的 には 自由な討議 によっ て 決定す る

こ と で あ る。そ して 、 自由な 討議 を 可能 に す る条件 と して は 、討議が す べ て
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の 人々 に 開か れ て い る とい う こ とが ある だろ う。 こ れ を逆 に い えば、他の 集

団、他の 領域 に属 して い る 者が、境界 を越えて 討 議に参加す る と い う こ と で

あ る。 こ の 公 開性 （越境性）は さ らに普遍的な 構成要素で ある 。 以 上 を ま と

め る と 、 公 共 性 は 、   諸個 人 の 自由 （； 権利） を調整 し秩序づ け る原理 （普

遍的な 正義 の 原理）と   そ の 原理を 社会の 中で 決定す る た め の 討論 と  そ の

討論 を可能 にす る条件 と して の 公 開性 （越境性）とい う三 層か らな る とい える 。

　 こ の よ うな 公共性概念 を、 も う少 し拡張 して お きた い 。 公共 性 の 構 成 要素

を       に 区別 したが 、 そ の   自由な討論 と  公開性 （越境性）を備え て い

れば、そ れ を 「市 民 的公 共 性」 と呼ぶ こ とに した い 。 上 の よ うに 公開の 自由

な 討議が 、 政治 的な価値 に 関す る も の で あ る場合 には、そ れ を 「政治 的 公 共

性」 とよび 、 文芸に 関す る もの で ある場合には、 「文芸的公共性」 と よ び 、学

問 に 関す る もの で あ る とき には 「学問的公 共性 」と呼 ぶ こ とが 出来 るだろ う 。

17 世紀 に近代科学革命が可能 にな っ た 背景には 、 こ の 「学問的公共性」 の 成

立 が あ っ た と い え る 。 （た とえば 、 デカル トは 学問 を推進す る た め に 「公衆 に

伝 達 す る」 こ との 重要 性 を指摘 して い た （望月太郎　1996）。）この 他 の 分野

に も公共性が 考え られ るか もしれ な い
。

　 こ の よ うな公共概念 を 明確 に 述べ て い る の は 、 カ ン トで ある 。
「理性 の 公共

的使 用 とは、あ る人が 教養人 と して 読書界の 全公衆 を前 に して 彼 自身の 理 性

に つ い て な す 使用 を意 味 して い る 。 私の い う理性 の 私的使用 とは、或 る 人 が

彼 に委託 され て い る市民 的地位 ある い は 公職に お い て 彼の 理 性 につ い て な す

こ と を許 され て い る使用 の こ とで ある。」 （Kant　 1784 、邦訳 41、訳 語 を 少

し修 正 ）カ ン トは 、将校、財務官、聖職 者が 職務をお こ な っ て い る とき に は、

彼 らは 自由に討議す る こ とを許 さ れ て お らず、命令や 規則 に服従 しな けれ ば

な らな い の で 、理性 の 私的 な 使用 で ある と い う。 もち ろ ん 、彼 らも
一

人 の 教

養 あ る市民 と して 、 自由に 討議する とき に は、公 共 的 に理 性 を使用 して い る

こ とに な る 。 こ こ で い う、 「公共的」 とは、上 の   と   を備え た 「市民的公 共

性」 に他 な らな い 。

　　　　　　　　　　　　　表 1　二 種類の 公 共性

共同体 的公共性 市民的公共性

共 同体 を基礎にす る公 共概念 個 人 を 基礎にす る公共 概念

公私は 同
一カテゴリ

ー上の 相対概念 公私は カテゴリーが 異な り、 区別 は 固定

公は正義、私 は邪 私は善、公 は正義

私 は消極的に定義さ れ る 私 は積極的な 意義を もっ

「公 」 と呼ばれ る こ とが多い 「公共」 と呼ばれ る こ とが多い

一 42 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The International Society of Volunteer Studies in Japan

NII-Electronic Library Service

The 　工nternatlonal 　Soolety 　of 　▽ olunteer 　Studles 　ln 　Japan

ボラ ン テ ィ ア と公共性

3、 ボラ ンテ ィ ア の公共性

（1）市民 的公 共性 ・市場 ・ボラ ン テ ィ ア の 類似性

　ハ ー バ ー
マ ス は 、 近代 西欧 にお い て 都市の 教養市民層に よ っ て 形成 され た

討議の 公共 空 間 を 「市民的公共性」 と名づ けた 。 こ れ は 、 上 で 述べ た市民的

公 共性 に 当た る も の で あ る 。経済活 動が盛 ん にな り、 私益 を尊重 す る よ うに

な る とき 、 個 人を基礎 に した公共概念が 登場す る 。自出 rh場経 済 の 発 展 を背

景に、市民的公共性 とボランテ ィアは 、 と もに 17世紀に登場した とい える 。 注 2

　ハ ー バ ー マ ス は 、 17 世紀中ご ろ か ら、 都 市の 教 養 市 民層 が 、 サ ロ ン や カ

フ ェ
ー で 、 ま た新聞や 雑誌 を通 して 、 討論する 討議空間が 発生 し、 それ によ っ

て 政 治 へ の 監査が お こ な わ れ る よ うにな っ た と指摘す る 。 市民 的公 共性 を

担 っ て い たの は 、 都市の 教養市民層で あ っ た 。 自由な 討議が行 われ る場所 は、

都市で あ る 。 なぜ 、村 で は な く都市 な の か とい えぱ 、 そ こで 人 々 は 、 市場で

人々 が 出会う とき と同 じよ うに 、個人 と して 出会 うか らで あ る 。 村で は 人 々

は 、 ○ ○ の 息子 、 × × の 妻、な どと して 出会 う 。 こ れ に た い して 、市場で は、

どこか らや っ て きて 、ど うい う動機で 商 品 を売 っ て い る の か は 問題で はな い 。

そ の 人が どの よ うな商品 を どの よ うな値段で 売る の か （ある い は 買 うの か）、

と言 い うこ とだ けが 問題 で あ る 。 そ こ で は 、 人は 、彼が 属する 集団 とは無 関

係 に個 人 と して 、あ るい は物は 、 誰れ が どの よ うに して 作 っ た の か とは無 関

係 に 、 商品 と して 登 場 し、 個人 と個人、商晶 と商品の 関係が 生 じる 。 討議や

活 動 の た め の 共 同空 間で も、重 要な の は彼 の 発 言 内容で あ っ て 、そ の 人 が ど

の よ うな集団に 属 して い る か で は な い 。 また、 どの よ うな動機か ら発言す る

の か とい う こ とで もな い 。 公 共 空間の 中で の 発言は、誰 によ っ て 話 され るの か

とは無 関係 に 、 そ の 内容だけで 判断 され 、他の 発 言 との 関係 （一致 一
不

一
致、

主張
一
反駁 、 主張 一論拠、 な ど） に お い て 検討 され る 。

　 討論や 経済活動 と同じ く、ボ ラ ン テ ィ ア活 動 も また 、 そ の 内容だ けで 評価

され る 。 そ れ が誰 の 誰 に対する行為で ある か と い うこ とは重 要で はな い 。同

じ行為で あ っ て も、す る人 によ っ て 、 そ の 行為の 意味や行為 に対す る 評価が

変わ る と い う こ と は な い 。 ボ ラ ン テ ィ ア の 人 問関係は 、市場 で の 人 間関 係 と

同 じ く、個 人 と個人 の 関係 に な る 。 市場で 客 が 商人 か ら商品 を 買 うときに 、両

者は 、相手が 今 まで ど こ で 何 を して い た の か 、 と い う こ と を ま っ た く知 る 必

要が な い 。 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動で も事情 は似 て い る。我 々 は、 い っ しょ にボ ラ

ン テ ィ ア活 動 を し て い て も、お互 い の 経歴 を知 らな い こ とが お お い 。 そ の 人

が 会社 の 重役で あ ろ う と、失業者で あ ろ う と、彼／彼女 の ボ ラン テ ィ ア活 動

に た い す る評価が 変わ る わ けで はな い 。 彼 らは、重役、失業者、主婦な どと

して 出会 うの で は な くて 、個人 と して 出会 うの で あ る 。 ある 問題意識 を共 有
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して 、 そ の 問題解決 の ため の 活動 に協力で き るか どうか 、 が 重要な の で あ る。

　ボ ラ ンテ ィ ア は、市場で の 商品 と同 じ く、 物語 を もた な い 。 市場 の 商品は、

ど こ で誰 に よ っ て 作 られ、 どうや っ て そ こ に 運ば れ て きた の か 、とい うこ と

を ま っ た く捨象 して 、 そ こ に あ る 。 これ と同様 に、 ボラ ン テ ィ ア も 、 例 えば

英語 がで き る と い う能力 を使 っ て 活動す る と きに、ど こで ど うや っ て そ の 能

力 を獲得 した の か とい う彼女／彼の 歴史 （物語）は ま っ た く捨象され る 。ボ

ラ ンテ ィ ア と して の 個人は、 そ の よ うな経歴 を捨象 して 、 現 れ る 。 彼 は 、 そ

こ で 別 の 新 しい 物語 を始め る の だと もい え る 。 う ま く い っ た と きの ボ ラ ン

テ ィ ア活 動 には 、 い わばゼ ロ か ら始 め る解放感 と 個人 と して 承認 され る と い

う喜 び が ある 。 ゼ ロ か ら個人 と して 始め る とい う こ とが 、ボ ラ ンテ ィ ア活動

が 、 な に よ りも 自発的 （ボラン タ リー）な行為と して 〈表象〉 され て きた 理

由で ある 。

　 こ の よ うに個 人 と個人が 自由な活動空 間の 中で 出会 うとい う点 にお い て、

市民 的公 共性 も 自由市場 もボ ラ ンテ ィ ア も同 じで ある 。 こ の 三 つ に共通 なの

は 、活動が 開か れ て い る とい う こ とで ある 。 これ は 、市民的公 共性 の 条 件 の

一
つ と して 上げた   公開性 （越境性）で あ る。 しか し、ボ ラ ン テ ィ ア は 、非

営 利 活 動で ある と い う点 に お い て 、 市場で の 経済活 動 とは 異質で ある ．で は、

ボラ ン テ ィ アは、 市民的公共性とは どの よ うな関係 にあ る の だろ うか 。

　ボ ラ ン テ ィ ア の 活 動 は 、 社会 の 役 に立つ 活動で あ り、社会正 義を実現す る

活動で あ る とい え る だろ う。 そ れ ゆえ に、そ の 活 動は、社会正 義に 関する 政

治 的公共性と深 く結びつ い て い る 。 例 えば、ボ ラ ン テ ィア が生活困窮者を助

ける とき に は、ひ とは ある 程度の 健康的で文化的な 生活が保証 され る べ き だ

とい う権利や正 義 に つ い て の 規範意識が あ る （場合 に よ っ て は、単に 「か わ

い そ うだか ら」 とい う感情 に基 づ く行 為 と して 理解 され て い る か も しれ ない

が 、そ の 感情は 上 の よ うな規範意識 と不 可 分で あ る）。 彼 の 活 動が、支援 して

い る相手や 第三 者 に承認 され る とい う こ とは 、 そ れ と結合 して い る 彼の 社会

正 義 に 関す る 考 え も承認 され る とい うこ とで あ る 。 ほ とん どの ボラ ン テ ィ ア

活動は 、 組織 によ っ て行わ れ るが 、 組織 の 中で は、活動の 目的や 仕方 につ い

て つ ね に繰 り返 し 自由 な討論が行わ れ る 。 ま た、奉仕 ・支援の 相手 と も、奉

仕 ・支援の 内容 につ い て話 し合い が 行われ る 。 またボラ ン テ ィ アは 、 そ の 活

動 に対 す る 一 般 の 人 々 の 支援 を求め て 、 主 と して ミニ コ ミや 講演会 な どに

よ っ て 広 く人 々 に訴 え る とい うこ とを盛 ん に行な っ て い る 。 活動につ いて の

こ の よ うな 開か れ た 自由な討 論は、ボ ラ ン テ ィ ア活動 の 本質的 な構 成 要 素で

あ る。 こ の よ うな言 論活動抜き の ボ ラ ン テ ィ ア活 動 とい う もの は 、 ほ とん ど

考 え られ な い 。 そ して 、そ こ で 議論 さ れ て い る の は、些細 な こ と で あ っ て も、

一 44 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The International Society of Volunteer Studies in Japan

NII-Electronic Library Service

The 　工nternatlonal 　Soolety 　of 　▽ olunteer 　Studles 　ln 　Japan

ボ ラ ン テ ィ ア と公共性

社会止 義な い し政治的諸価値 に 関す る こ とで ある 。 それ ゆえ に、ボラ ン テ ィ

ア は、 市民的公共性 の 担 い 手の 一一部な の で ある 。 ちなみ に 、 経済活動は 、 言

葉で はな く貨幣 をコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・メデ ィ ア に して い る の で 、上 に述べ

た市民的公共性の 条件で あ る （  公開性 （越境性）を備 えて い るが）  自由

な討論 を備 えて い な い 。 つ ま り 、 市民的 公 共性 を もた な い の で あ る 。

（2） 非営利 とは何か

　ボ ラ ンテ ィア 組織は 、 非営利で あ る 。 で は、 「非営利」 とは ど うい う こ とだ

ろ うか 。 経済学で は、非営利組織 とは、利 益を メン バ ー
に分配 しない 組織 と

定義 され る よ うだ 。 ボラ ン テ ィ ア 組織 が活動の た め の 資金稼 ぎを して も、そ

れ を メ ンバ ー に 分 配 する の で はな い か ら非営 利 で あ る とい う こ と にな る。と

こ ろで 、 こ の 定義 を認 め る と意外 な こ と に 、 共 同体 とい うの は 、 利益 を メ ン

バ ー に分 配 する の で 、営 利 組 織で あ る こ と にな る 。 つ ま り、国家や 行政は 、営

利組織な の で ある 。 国家 は 、 国民 が 豊か に な るた め に 、た とえば輸出産業 を

振興 しよ う とす る 。 市 は 、市 民が 豊か に な る た め に 、 た と えば企業 を誘 致 し

よ う とす る。

　 つ ま り、政治的共同体 は、営利組織 な の で ある 。 国家が 営利団体 で あるか

らこ そ 、 「日本株 式会社」 な ど と呼ばれ た の で ある 。 こ の こ とは 、 共同体 は 、

内部で は 「公」 で あ っ て も 、 他の 共 同体 との 関係で は 、 また よ り大きな共同

体の 中で は 「私」 で あ る 、 と い う こ と に 対 応 して い る 。 （共 同体が 営利性 を も

つ か ら こそ 、逆 に 日本的経営の 会社が 、運 命 「共 同体」 と理 解 さ れ て い た の

で あ る 。 運 命共 同体と して の 会社経営 が消え つ つ あ る い ま 、 国家 を運命共同

体 とみ て 、そ れ に 依存 し よ う と す る傾 向が
一

部 に 強 ま りつ つ あ る。 こ の 時の

「国 ＝ 公」 の 実態は 、企業 と 同 じ私的な営利組織で あ る。 もち ろ ん、私的で あ

る こ とも営利組織で あ る こ と も悪 い こ と で は な い 。 悪 い の は、私 的 で あ る の

に 「公」 と僭称 し、 営利で あ る の に 非営利 と僭称する こ とで あ る 。 ）

　さ て そ うする と 、 しば しば行われ る次 の よ うな整理は間違 い なの だろ うか 。

　 　 行 政

（公的、 非営利）

　 企 業

（民 間 、 営利）

ボラ ン テ ィ ア

（民 間 、 非 営 利）

この 行 政の とこ ろ は 、（公的、 営利）に 訂止 すべ き で あろ うか 。 次 の よ うに 言

え る か も しれ な い 。
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　　 行政　 　 　 　 　 　 　 　 企業

（公的、 営利 （公益））　　 （民間、 営利 （私益））

ボ ラ ンテ ィ ア

（民間 、 非営利）

　こ の 場合 の 「公的」 「公益」 とい うの は 、 上 に区別 した 「共同体的公共性」

の 意 味 にな る 。 つ ま り、 こ れ らは 、 よ り大 きな共 同体の 中で は 「私的」「私益 」

とみ な され る も の で ある 。 と こ ろ で 、 ある 組織が営利組織 で あ る とい う こ と

は 、 そ の 組 織 の 利 害は 、 他 の 組織 の 利害 と対立する 可能性が あ る とい う こ と

で あ る。そ の よ うな 組織 の 利益 は、私益 で ある とい わ ざる を得 な い だ ろ う 。 と

い う こ とは 、 そ の 組織は私的で ある 。 つ ま り、 ある共 同体 を営利組織 と捉え

る こ とは 、 そ れ を他の 共 同体 との 関係 にお い て 私的で あ る と捉 え る こ とを意

味す る。した が っ て 、「市民的 公 共 性」 の 立場 か ら規定する と次 の よ う に よ う

に な る 。 注 3

　　行政

（私的、 営 利）

　 企業

（私的、 営利 ）

ボラ ン テ ィ ア

（公共的、 非営利）

　た だ し 、 国 家 （あ る い は 地方 自治体）は常 に私的で 営利 的で あるの で は な

い 。そ れ は、私的な個 人 が ボラ ン テ ィ ア をお こない 、 私 的な企業が フ ィラ ン

ソ ロ ピー活 動 を行 う ときが ある の と同様で あ る 。で は 、国家は どの よ うな と

き に公 共的で あ るの だろ うか 。 そ れ は 国家 が、国の 内外の 人 々 や集団 とまた

外国 と開か れ た 自由な討論 を行 い 、そ れ に基 づ い て 行動す る と き、つ ま りボ

ラン テ ィ ア を行 うとき で ある 。 例えば 、 外 国 の 困窮 して い る 人 々 をODA に

よ っ て 支援す る とき で あ り、国 内の 困窮 して い る 人 々 を国籍 に 関係な く福 祉

政策 によ っ て 支援する ときで あ り 、 外国で の 人権侵害 を阻止すべ く努力す る

こ とで あ る 。 国 民 だけで な く国内の す べ て の 人 の 人権 を保障す る こ と で あ ろ

う 。 国 家や 地方 自治体が 、公的で は な くて 、公共 的で あろ う とする の な らば、

企業 と 同 じ く、フ ィ ラ ン ソ ロ ピー活 動 ない しボ ラ ン テ ィ ア 活動を しな けれ ば

な ら な い 。 国家 の 二 つ の 側 面、つ ま り私的 ・営利的で あ る 側面 と公 共 的で あ

る 側 面を混 同 して い た こ とが 、 従来 の 国家論や公共性をめ ぐる議論の 混 乱の

一
因で あ っ た と言え るだろ う。 （た だ し、国 家や 企 業の ボ ラ ン テ ィ ア活 動 を本

論で は扱えな い の で 、本論で ボ ラ ンテ ィ ア とい うと き に は、主 と して 個 人 の

ボ ラ ン テ ィ ア活動 を 念頭 にお い て い る 。 ）

　さ て 、市 民的公共性の 重要性 を指摘 し た の は 、ハ
…バ ー マ ス で あ っ たが 、 ボ

ラ ン テ ィ ア 活動を公共的な もの と して とらえる とき に は、彼の 「市民 的公共

性」 の 概念 を拡張す る こ とが 必要に な る。 次 に、そ れ を検 討 した い 。
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4 ． ハ ーバ ー
マ ス の 「市民 的公共性」 概念 の 拡張

　ハ
ーバ ー

マ ス の い う 「市民 的公共性 1の 理 念は、「教養ある市民 が理 性的に

討議す る こ と に よ っ て 、 世論が 形成 さ れ 、 そ の 世論が 政治 を監査す る」 とい

う こ とで あ っ た。 こ こ には、 （1） 世論形成、 （2）政府 に 対する 世論 に よ る

監査機 能、 と い う二 つ の 機能が あ る 。 こ の 各々 の 問題点を順 に 論 じよ う。

（1）世論形成 に つ い て

　 市民が公共的 に議論 す る こ とは 、 個 別 の 政治的イ シ ュ
ー

に つ い て の 世 論

（公論）を形成す る こ とだ けを 目的に して い る の だ ろ うか 。 そ こ に は 、 別 の 機

能 が あ るよ う に思 わ れ る。ナ ン シ ー ・フ レイザー は、「競合 的な 公共圏」が 「社

会集 団の ア イデン テ ィ テ ィ
ー の 形 成 と発動」 とい う機能 を持 っ て い る と指摘

して い た が （Fraser　1992、阿部潔　1998 ）、こ の 機能は マ イ ノ リテ ィ
ー集

団の み な らずマ ジ ョ リテ ィ
ー集 団にお い て も働 いて い るはずで ある 。 つ ま り、

公共的な 議論には 、 「世論 形成 i の み で な く、 「集団 の アイデ ン テ ィ テ ィ 形 成

と発 動」 とい う機能 が あ り、 さ らに い えば 、集団や社会 へ の 帰属や 参加 を媒

介 に した 「個人 の ア イデ ンテ ィ テ ィ
ー

の 形成 と発動」 と い う機能が ある はず

で あ る 。 そ して 、 こ の機能 は、 ア
ー

レン トが 公 共性 に与 え て い た 意 義で もあ

る 。 ア
ー レン トは 、

「見 られ 、 聞かれ 、 広 く公示 され る こ と」 によ っ て 、つ ま

り公共的に あ らわれ る こ と に よ っ て 、「リア リテ ィ 」が 形成 され る と考えて い

た 。

　 「私た ち に とっ て は 、 現 れ が リア リテ ィ を形 成 す る 。 こ の 現れ と い う の は 、

他人 に よ っ て も、私た ち に よ っ て も 、 見 られ、聞かれ るな に もの か で あ る 。見

られ、聞かれ る もの か ら生 まれ る リア リテ ィ に 比べ る と、 内奥の 生活 の 最 も

大 きな 力、例え ば魂 の 情熱、精 神の 思想 、 感覚の 喜びの よ うな もの さ え、そ

れ らが い わ ば 公共 的な 現 れ に適合 す る よ う に
一

つ の 形 に 転形 され 、非私人 化

され、非個 人化 され ない 限 りは 、 不 確か で 、影 の よ うな類 の 存在 に すぎな い 。 」

（Arendt　l　958 　訳、　p ．50）

　 「私た ち が 見 る もの を、や は り同じよ う に 見 、 私た ちが 聞 くも の を、や は り

お な じ よ う に 聞 く他人 が存 在 す る お かげ で 、私た ちは 世界 と私た ち 白身の リ

ア リテ ィ を確信す る こ と がで きる の で ある 。」 （同所）

　 こ の 後の 引用 を、ヘ ー ゲル の 言葉で 言い 換 え る とつ ぎの よ うに な る 。
「自己

意 識 は、承 認 され た もの と して の み 存在す る 。 」 （『精神現象学』） こ の よ う に

考 え る と き、 市民が 公共的に議論す る の は 、 政治的な問題 につ い て の 世論の

形成 とい う こ とだ けで な く、個人や 集団 と し て 承 認 され る た めで あ る。公 共

性 の 攴配 して い る 社会空間 を 「公 共 圏」 と呼ぶ こ と にすれば 、市民的公 共 圏
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は 、 個人 と個 人 （場合 に よっ て は 、 集団 と集団 、 国家 と国家 な ど）が 、 互 い

に 承認を求 め る た め の 社会空 間で ある とい え る だ ろ う 。

（2）政府 に 対する世論 によ る監 査機能 につ いて

　 世 論は、政府 を監査す るだけ な の だろ うか 。 つ ね に 政府 を批判 し注文 をつ

け る だけが 世論の 機能な の だ ろ うか 。 公共的 に議 論 した 内容 に基づ い て 、 自

ら問題 解決の た め に行動 し よ う とす る市民 が 登場する 場合が ある の で は な い

か 。

　 ハ ー バ ーマ ス は、『公共 性 の 構 造 転換 』の 冒頭 で 、 研 究 範 囲 を公 共性の 主 流

とな っ た 「市民 的公 共 性の 自由主義 的モ デル 」 に 限定 して 、「歴史過程の 中で

い わば 抑圧 され しまっ た人民的公共性 とい う変形 を度外視する 」 と断 っ て い

る 。 こ の 「人 民 的公共性」 につ い て 、 そ こで は次 の よ うに語 られ て い る 。

　 「フ ラ ンス 革命 にお いて ロ ベ ス ピエ
ール の 名前に結び付 い て い る段階 に至 っ

て 、 ひ と つ の 公共性が 文人的衣裳 をぬ ぎす て て 、 い わば一
瞬間だけそ の 機能

を発揮す るが
一

そ の 主体 た ちは 、 もはや 「教養 あ る身分」 で は な く、 無教

育な 「人 民」で ある 。 こ の 人 民 的公共性は 、 チ ャ
ー

チス ト運動に お い て も 、 と

りわ け大陸 の 労働運動 の 無政府主義的伝統 に お い て も、ひ と しく底流 と して

は生き続 けて い る もの で あ る」 （Habemmas 　1962 、 邦訳、　 p．2）

　 こ こ で 言わ れ て い る フ ラ ンス 革 命時 の サ ンキ ュ ロ ッ トた ち は 、 フ ラン ス で

始 め て 「ボラ ン テ ィ ア」 と呼ばれ た人 た ちで ある 。 現代 の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動

は 、ハ ーバ ー マ ス の い う こ の 「人民 的公共性」 の 系譜 を引 くもの で あ る。 こ

の 「人 民 的公 共性」は 、 民 衆が 自ら問題解決 の ため に行動 した運動で あ っ た 。

彼が 、 この 「人民的公共性」 を研究範 囲か ら除外した こ とが 「市民 的公共性」

概念 を狭 く して しま っ たの だ と言わ ざる をえ な い 。

　 つ ま り、ボラ ン テ ィ ア の 公共 性 と い うの は 、活 動に と もな う自由な討論に

だ け にあ る の で は な くて 、 そ の 実践活動に よ っ て 担わ れ て い る 。 ボ ラ ンテ ィ

アの 活 動 は、市民 的公共性 の 不 可欠の 要素で あ る。 なぜな ら、社会正 義や 政

治的価値につ い て 、 開かれ た 自由な討議 を行 っ た の ち、それ を実現 しなけれ

ば な らな い が 、 そ の 実現 は 、政府や 行政 にまかせ て お け る こ とで は な い か ら

で あ る 。 なぜ な ら、上 に見た よ うに、国家や地 方 自治体は 、 本来は 私的で 営

利的で あ っ て 、そ れ が公共的 ・非営利で ある の は 、 ボラ ン テ ィ ア活動 をす る

ときだけ だか らで あ る 。 つ ま り、市 民的公共性、 と りわ け政 治 的公共 性が 実

現 され るた め には 、 そ の 実現 を政府 に要求す るだけで は 、 本質 的 に不 充分な

の で あ り 、 ボ ラ ンテ ィ ア に よ る活 動 を必 要 とす る の で あ る 。

　 と こ ろ で 、ピ ュ
ー リタ ン革命か らア メ リカ独立 革命をへ て フ ラ ン ス 革命 に
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い た る民衆運動 （人民的公共性）は 、
「市民 運動」 の 起源 とされ る の が 、 通 説

の よ うで あ る （厚東洋輔　1999）。 と こ ろで 、こ の 民衆運動 （人民的公共性）

が 「ボラ ン テ ィ ア」 の 起源で もあ っ た とい う こ とは、市民運 動 とボラ ン テ ィ

ア は、ほ ん らい 同 じも の で あ る 、 とい うこ とにな る 。 次 に こ の 両者の 関係 に

つ い て 、 触れ て お きた い 。

5 ． 市民運動 とボ ラ ンテ ィ ア

　ボ ラン テ ィ ア活動は、「ア ク シ ョ ン型」 と 「サ ー ビス 型」 に分 け られ る こ と

が あ る （厚東洋輔　1999 、 岡本栄
一　1981 、早 瀬昇　198D 。

「ア ク シ ョ ン

型」 とは 、社会問 題 を解決す る た め に 、行政 に訴 えて 社会制度の 改善 を 目指

す 活 動の こ とで あ り、
「サー ビ ス 型 1とは 、 問題 を 抱えて い る 当事者を直接 に

ザ ポー
トす る 活動 で あ る 。 こ の とき 、

「市 民 運 動」 は、 「ア ク シ ョ ン型」 ボ ラ

ン テ ィ ア の
一

種 とみ なす こ と が 出来 る だ ろ う。現代 にお ける 社会運 動 の 変化

は 、「市民運 動か らボ ラ ン テ ィ ア へ 1とい う動 き に見え る が 、 実質的に は、「市

民運 動 とボ ラ ンテ ィ ア の 融合」「ア ク シ ョ ン型 ボラ ン テ ィ ア とサ ー ビス 型 ボラ

ンテ ィ ア の 融合」 とい う動き で あ る と思 わ れ る 。 ある い は、市民運 動の ボラ

ンテ ィ ア化 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 市民 運 動化 と言 う こ と も 出来 る 。 市民運動は 、 た

だ政府や行 政に要求す る とい うだけで な く、自ら も行動 に よ っ て 問題 を解決

しよ う とす る 力 をつ け て き た 。 た と え ば 、 対人地 雷 に反対 す るだけで な く、

NGO が みずか ら地雷 の 除去作 業に 取 り組 む とい うよ うな こ と、あ る い は 環境

保護を訴 えるだ けで な く自ら環境破壊の 現状 につ い て の 調査 ・研究 を した り 、

植林な どの 環境改善に取 り組 んだ り して い る 。 また、従来の サ
ー ビス 型の ボ

ラン テ ィ ア 活動 も 、 そ の 社 会の 制度 の 欠陥 を補完 す るサ
ー ビ ス 活動 をす る だ

けで な く、制度 の 改革 の 提言や 要求を 行 うよ うにな っ て きた 。 サー ビス だけ

で な く、ア ドヴォ カ シ ー （政策提 言）が ボ ラ ン テ ィ ア達の あい だで 重視 され

るよ う に な っ て きた 。
こ の よ うな 流れ の 中で 、市 民運動 もまた ボラ ンテ ィ ア

と呼ば れ る よ うに な り、言葉 の 使 用頻 度 の 上 で は 「市民運動か らボ ラ ン テ ィ

ア へ 」 とい う動 き が ある よ う に 見 え て い る 、とい うの が実情で は な い だろ う

か 。 現在 の 変化 は 、 市 民運動の 衰退、保守化、脱政治化で は な くて 、 む しろ

市民運 動 が 政府 に対す る 要求依存型 か ら、積極的 に市民 的公共性 の 自立的な

担い 手に 転換 しよ うと して い るの だ と捉える こ とが で きる 。

　 「ア ク シ ョ ン型 とサ ー ビス 型 の 融 合」とい う流れ は、ボ ラ ンテ ィ ア 活動全体

に お ける ア ドボカ シ
ー と ネ ッ トワ

ー
キ ン グの 活発化 を意味 して お り、言論活

動の 重要性 の 増 大を意味 し て い る 。 これ は 、 ボラ ン テ ィ ア が、市民 的公 共性

の 担い 手の 一
つ に な る とい う こ とで あ る 。
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6 ． ボラ ンテ ィ ア の 社会の 中で の位 置付 け

　以上 の 考察 を踏 まえて 、最後 に ボ ラ ンテ ィ ア活 動 の 社会 に お ける位 置付け

に つ い て 考 えた い 。

（1）第三 セ クター と して の ボラ ンテ ィ ア活動

　ボラ ンテ ィ ア 活 動 を社会の 中 に位置 付け る 議論の 中に、第三 セ ク ター 論が

あ る 。 これ は、行政 と い う第一 セ ク ター、企 業 とい う第 ニ セ クタ
ー に 対 して 、

市民セ クター （ある い は非営利セ クター）とい う第三 セ ク ター を担 うもの とし

て ボラ ン テ ィ ア 活動 を捉 え る議論で あ る 。 ボラ ン テ ィ ア 団体は、行政 と対 比 さ

れ る とき には NGO （Non 　govemmenta1　organization ）とよばれ、企業 と対 比され る

と きには NPO （Non 　profit　organization ）と呼ばれ る こ とがお おい 。

　こ の 第三 セ クタ
ー 論で は 、ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を、次 の どち らか で 理解 して

い る 。

　  ボ ラ ンテ ィ ア 活動は、 行政 の 失 敗 と企業の 失敗 を補 う もの で あ る 。

　  行 政セ クターや企業セ クター は 、 市民活動 の 限界 を補 うた め に発 生 した

　　 もの で あ り、 人 間社 会は 、 そ もそ も市民 の ボラ ン テ ィ ア活動によっ て 成

　　 立 し て い た 。

　 こ の いずれ の 立場を とる に せ よ、第三 セ クター 論 には 、 次の よ うな 欠点 が

ある よ う にお もわ れ る。 まず、 こ こ で は 、 ボ ラ ン テ ィ ア活動 として 主 と して

サ ー ビス 型ボラン テ ィ アが 、 想定 され て お り、ア クシ ョ ン型 ボ ラ ン テ ィ ア が

充 分に視野 に入 っ て い な い とい う こ とで ある 。 つ ぎに 、 第三 セ クタ
ー 論で は 、

ボラ ン ティ ア活動は 、 社会 の 中で あ る課題 を引き受 け、
一定 の 成果を 目指す

もの と して 理 解 され て い る 。 しか し、 か り にザ ー ビス 型ボ ラ ン テ ィ ア にか

フ ォ
ー

マ ル

セ ク ター

イ ン フ ォ
ー

マ ル

セ クタ ー

行政セ クター

（第 1セ クター ）

（NG ・）＼

産 業セ クタ
ー

（第2セ クター ）

（NPO ）

市民 セ クター

（第3セ クタ
ー ）

社会的領域

私 的 領 域

図 1 ボラ ン テ ィ ア の 社会的位置付け 1
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ぎ っ た と して も、ボ ラ ン テ ィ ア の 意義 に は 、 問題 に苦 しん で い る 人 を 直接的

にサ ポー トし て 、問題解決 を図 る とい う こ とだけ で な く、そ の 直接的な 交流

の 中で 互 い に個 人 と して 承 認 し合 う とい う こ とが ある 。 こ の 相互 承認の 側面

が、 充分 に 考慮さ れ て い な い 。

（2）市民 的公共性 と して の ボラ ンテ ィ ア 活動

　ボラ ン テ ィ ア活動は 、 社会の 中で 何か の 課題 を 引 き受 けて 、あ る
一

定 の 成

果 を あげ る とい う こ と よ り も、よ り基本的な と こ ろで は 、 そ の 活動の 中で 、人

と触れ 合 い、同 じ人間 と して 認 め合 い 、生き る 力を分 か ち合 う とい う こ と に

重要な意 味が ある の だとすれば 、そ れ は成果を志 向す る活動 と言 うよ りも、

相互 了解や 相互 承 認 を志 向す る活 動で あ る 。市民的 公 共性 とい う も の が 、権

利や正 義 の 実現 を 目指す活動 を含 む、 自由な討論と公開性で ある な らば、ボ

ラ ン テ ィ ア活 動はお そ ら くそ の 中心 に位置す る こ と に な る 。 こ こ で は、 こ の

市民 的公共性 が 支配 して い る社会空間 を市 民的公共圏 と呼ぶ こ とに した い ．

　シ ス テ ム

（成果 を志 向）

　　生活 世界

（相互 了解 を志 向）

　　ネ ッ トワ
ーキ ン グ

市民 的公 共圏行 政 機構

ア

ド

ヴ

オ

カ

シ

1

サ ー ビス

市場 経済 私生活 圏

公 的領 域

私的領域

　　　　　　 図2　ボラ ンテ ィ ア の社 会 的位置付け 2

（ハ ーバ ーマ ス と花田達朗氏の 図 を参考に、変更を加えた もの で ある e ）
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市民 的公共 圏 の な か に は 、 政治的公共圏 や文芸的公共 圏、学問的公共 圏な ど

が含まれ る 。 ボラ ンテ ィ ア活 動は 、 主 と して 政治的公共圏 に属するが、 しか

し文芸 的公共圏や学問的公共圏に属す る ボ ラ ン テ ィ ア活 動 も生 まれ つ つ あ る 。

【注】

　（注 1） publicは 、 まず 「公」 と 訳 され た 。
『和釈英 辞書』 （明治 2 年）には、

「public人民」 「public公 ノ 、 普通 ノ」 「public−sprited 公ケ ノ為ニ ス ル 」 とある。

また、小 安峻、柴田 昌吉著 『附音挿図　英和字彙』 （明治 6 年）で は 、
「pulbic

　公 ノ、 衆人 の 、普通 の 」 「public−spiritedness 公 益 ヲ謀ル 、 衆人 ノ為ニ ス ル 」

と あ る 。
『哲 学字彙』 （明治 14 年） 『改訂 増補　哲学字藁』 （明治 17年）に も

「公共」と い う 訳語 は ま だ 登場 しな い 。これ が 初 出で あ る か ど うか は わ か らな

い が 、 小学館 『国語大辞典』 によれば 『大 日本帝 国憲法』 （明治 22 年〉八 条

に 「天 皇 は公 共の 安全 を保持 し」 と 「公共 」 と い う言 葉が登 場す る 。 しか し、

そ の 後 の 日本語の 辞書に も 、 まだ 「公 共」 の 項 目は みあた らな い 。 山田美妙

著 『日本語 大事典』 （明 治 25 年） 『日本大辞林』 （明治 26 年） 『帝 国大辞典』

（明治 29 年）『日本新辞林』 （明治 30 年） これ らの 辞書に は、 「公共」 の 項 目

はな い
。

つ ま り、 「公共」 と い う 言葉が、定着す る の は、か な り後、お ら くは

大正 期 にな っ て か らで はな い か 、とお もわ れ る 。 とい うの は 、
『英独仏和　哲

学字彙』 （大正 元 年）で は、「public−spiritedness 公共心 、 義気、慷慨」 とな っ

て お り 、 こ こ に 「公 共」 の 語 が 登 場す る も の の 、publicの そ の他 の 訳語 には 、

「公 共」 の 語 は 登場 しな い か らで ある 。

　 （注 2 ）イギ リス で の ボラ ンテ ィ ア 活動の 起源 に つ い て は 、 柴 田善守（1980）

が 詳 しい 。そ れ によ る と、ボ ラ ン テ ィ ア は 、 17世紀の ピ ュ
ー リ タ ン革命 の と

き の 自警団に は じま る 。 た だ し 、 ボ ラ ンテ ィ ア が 今 日の よ うな 民間社会福祉

事業 と して 発展す るの は 、 イギ リス で も 19 世紀に 入 っ て か らの よ うで あ る 。

フ ラ ンス で の ボラ ン テ ィ ア 活動 の始 ま りは 、18　LUJ紀末の フ ラ ン ス 革 命 に お け

るサ ン
ーキ ュ ロ ッ ト運動だ とされ て い る 。

　 （注 3 ）ボ ラ ン テ ィ ア 組織 の 特性 に つ い て 、こ こで ま とめ て お きた い 。 ボ ラ

ン テ ィ アは 、 社会問題 の 解決の ため に活動 を行 うが、
一

人で 出来る こ とは 限

ら れ て お り、組織的な取 り組み が必 要が あ る 。 そ こ で 、 ほ と ん どの ボラ ン テ ィ

ア 活 動 は、
一 時的な参加 で あれ 、恒常的な会員 と して の活動で あ れ、ボ ラ ン

テ ィ ア 組織の 活動 に参加す る とい う仕方で 行わ れ て い る 。 こ の 組織は 、共同

体 組織や 企業組織 と次 の 点で 異な っ て い る 。

　 （D ある 社会問題に関心 を持 っ て 活動 しよ う とす る 人 々 が、互 い に知 り合

い 自然 発生的 に組 織 が 出来 上 が る 。 そ れ が 、 ボラ ン テ ィア 組織の は じま りで
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あ る 。 組織 は、あ る問題 に 関心 を持 っ た人 々 が 出会 う場所 の よ うな もの で あ

る 。

一
旦 組織 が 出来 る と 、 問題意識 を 同 じくす る人 々 が 、 仲間を求め た り、 独

りで は で き な い 実効性 の あ る 活動 をす る た め に、集 ま っ て く る 。 こ の よ うな

ボ ラ ン テ ィ ア組織で は 、人は 組織の ため に活動す る の で はな く 、 あ る社会問

題 を解決する た め に 活動す る の で あ り、 組織は そ の た め の 手段 に過 ぎな い
。

こ れ に対 して、共 同体 （国家 を含 む地 域 共 同体 や 民族 共 同体 な ど）で は、そ

の 維持 ・発展が 目的にな り、 メ ンバ ー
は、組織の 維持発展の た め に活動す る

こ とに な る。

　企業 は 、 利益 を あげ る とい う目的を持っ て い る 。 会社で の 人 々 の 活動は 、 会

社の 目的 に 奉仕 する こ とで ある 。 そ れ と の 交換で 、会社員 は給 与を得 る と い

う 自分 の 目的 を達 成 す る。会 社員 の 目的は、会社 の 目的 とは別 の もの で あ る。

（会社 と社員の 関係が運 命共同体 と して 考え られ て い る とき に は 、事情は 少 し

異な っ て い る 。 ）株式会社の 場合、株 主の 目的は利益 を あげ る こ とで あ り、そ

れ は利益 をあげる とい う会社 の 日的 と同 じで ある 。 しか し株主た ちは 、 利益

をあげ る た め に、活動 しな い 。活動す る の は 、会社員 で ある 。 しか し 、 会社

員 に と っ て 活 動 の 目的 は給与 を得 る こ とで あ っ て 、会社の 利益 をあげ る こ と

で は な い 。 社員 が よ り多くの 給 与を得 る こ と と、会社が よ り多 くの 利益 を 得

る こ と は 、

一致す る 側面 も ある が 、 対立す る側面 を も っ て い る。

　ボラ ンテ ィ ア 組織で は、組織 の 活動 日的は 、 ボ ラン テ ィ ア の 活動 目的で あ

る 。 組織の 維持や 発展は、組織 に と っ て もメ ンバ ー に と っ て も 、 そ の 活 動の

手 段で は あ っ て も、 目的で はな い 。以上 の 点 を図に 示 す と、 ボ ラ ン テ ィ ア 組

織が 、 共 同体や 企業 とは 異質な 組 織で あ る こ とがわ か る だ ろ う 。

　 （2）ボ ラ ン テ ィ ア 活動で は 、複数の ボ ラ ン テ ィ ア団体 に 属 す る こ とは、 自

由で あ る。 同種で あれ、 異種で あれ 、 どの よ うな 複数の ボ ラ ン テ ィ ア 団体に

属す る こ とも 自由で あ る 。 こ の 理 由の
一

つ は、共同体や企業 と異な り、ボ ラ

ン テ ィ ア 団体 は 、 理 念上 は 、 競 合や 競争の 関係にな い とい う点に あ る。

　こ れ に 対 して 、複数 の 共同体 に 属する こ とに は制約 が あ る 。複数 の 共同体

に属す る こ とは ロ∫能で は あ る が 、そ れ らの 共 同体 が 同心 円 の 関 係 にな っ て い

な けれ ばな らな い ．つ ま り、大き な共 同体 の 中に 、 小 さな共 同体がふ くまれ て

い て 、 そ の 小 さな 共 同体 の 中に、個人が 属 して い る と き 、 彼は また大 きな 共

同体 に も属す る 。 会社組 織 に つ い て い え ば、複数の 会社 に属す る こ とは 、 ほ

とん どな い が 、 不 叮能で はな い
。 た とえば 、 夜 と昼 で 別 の 会社 に勤め る と い

う こ と も可能で あ る か も しれ な い 。 しか し、 同 じ業種 の 別 の 会社に勤め る こ

と は 、 許され な い だろ う。

　以 上 の 考 察 を ま とめ る と表 2 の よ うに な る 。
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表2　ボランテ ィア組織の 特徴

組織 の 維持 ・発展 組織の 目的 と 営利性 複数組織

が 最終目的で あ る メンバーの 目的 へ の 配属

の 関係

共 同体 最終 目的
一 　致 営　利 制約 あ り

会　社 手　　段 不
一

致 営　利 制約あ り

ボランティア組織 手　　段
一 　致 非営利 自　 　 由
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Volunteer Activities and  
"Publicity"

YUkio IRIE

Graduate School ofLiteratute, Osaka  University

 Referring to the history of  the concept  of  
"publicity"

 in the sence  of  
"being

 public"

in the West, China and  Japan, we  can  distinguish two  meanings:"communal  publicity"

and  
"civic

 publicity". Communal  publicity means  to be a community  or  related  to a

community,  Civic publicity means  to be free to discuss and  to be open  to.watch, listen

and  criticize. When  we  discuss socialjustice  or  political values,  civic  publicity be-

comes  political publicity. Therefbre volunteer  activities  are  a  part ofcivic  publicity,

because free discussion and  dissemination of  information are  essential  to volunteer

activities. Further, volunteer  activities  are  indispensable for the realization  ofthe

civic  publicity, because a state is a  profit-making organization  and  not  public, just like

a  cornpany.  A  state  is public only  when  the state participates in open  discussion and

chooses  to act  as  a volunteer.  Therefore we  cannot  leave all the construction  ofcivic

publicity to the state. 
'Ib

 realize  it, we  need  volunteer  activities.

keywords :

voluntary  action,  civic  publicity, communal  publicitM H. Arendt, J. Habemias
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